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気楽に　気長に　危険なく気楽に　気長に　危険なく

上：下妻警察署中崎生活安全課長による講演
下：大木地区では５月９日に出発式が行われた
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　「割れ窓理論」をご存知でしょうか。アメリカ
の犯罪学者ケリング博士により提唱されたもの
で、１枚の割れた窓ガラスを放置すると、割られ
る窓ガラスが増え、その建物全体が荒廃し、いず
れ街全体が荒れてしまうという理論です。一つの
無秩序を放置することで、地域社会の秩序維持機
能が弱まり、犯罪は増加するというもので、小さ
な芽のうちに摘むことが大切だということを説い
ています。
　犯罪都市といわれたニューヨーク市で、ジュリ
アーニ市長がこの理論を実践し、大幅に犯罪を抑
止したのは、いまや有名な話です。ニューヨーク
市では、割れ窓や落書き、軽犯罪の一掃を集中的
に行い、落書きとともに犯罪が減少することを証
明しました。
　私たちが、自分たちの街を安全で安心な街にす
るためにできることは何でしょうか？それは、み
んなで犯罪が起こりにくい地域の雰囲気を作るこ
とであり、割れ窓理論にあるように犯罪の芽は小
さなうちに摘んでしまうことです。
　さあ、自分たちの街の安全を守るため、小さな
ことから始めましょう！

•

パ
ト
ロ
ー
ル
中
に
不
審
者
を
発
見
し
た

ら
、
直
ち
に
警
察
へ
通
報
し
て
く
だ
さ

　

い
。

•

不
審
な
車
を
発
見
し
た
ら
ナ
ン
バ
ー
や
特

徴
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

追
跡
な
ど
は
せ
ず
に
警
察
へ
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。

•

事
件
を
目
撃
し
た
ら
、
直
ち
に
１
１
０
番

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

一
般
電
話
、
公
衆
電
話
、
携
帯
電
話
か

ら
１
１
０
番
通
報
で
き
ま
す
。
通
報
を
受
け

た
警
察
官
は
次
の
点
に
つ
い
て
聞
き
ま
す
の

で
、
落
ち
着
い
て
話
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
何
が
あ
っ
た
か

☆
い
つ

☆
ど
こ
で
（
目
標
物
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ

さ
い
）

☆
犯
人
・
不
審
者
は
（
性
別
、
人
相
、
服
装
、

車
両
、
逃
走
方
向
）

☆
被
害
状
況

☆
通
報
者
で
あ
る
、
あ
な
た
の
名
前
な
ど

　

パ
ト
ロ
ー
ル
は｢

気
楽
に　

気
長
に　

危

険
な
く｣

を
合
言
葉
に
、
活
動
の
範
囲
や
時

間
を
制
約
し
て
い
な
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

散
歩
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
趣
味
の
延
長
で

活
動
で
き
る
の
で
、
気
軽
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

自
分
た
ち
の
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
に

は
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
犯
罪
の
芽
を
摘
ん

で
い
く
こ
と
が
肝
心
で
す
。
一
人
一
人
は
小

さ
な
活
動
で
も
、
多
く
の
人
が
参
加
し
、
長

く
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献
で
き
ま
す
。

　

６
月
末
現
在
で
、
３
５
２
人
の
方
々
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
ト
ロ
ー
ル
に
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
な
お
、
参
加
申
込
は
、
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

市
総
務
課
庶
務
防
災
係　

内
線
２
１
２

　

県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は｢

地
域
安
全
マ

ッ
プ｣

や｢

市
町
村
別
大
字
単
位
犯
罪
マ
ッ

プ｣

な
ど
、
防
犯
に
役
立
つ
情
報
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

（http://w
w
w
.pref.ibaraki.jp/kenkei/

）

や
反
射
材
の
つ
い
た
衣
類
を
着
用
し
、
懐
中

電
灯
な
ど
を
携
行
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
市
商
工
観
光
課
で
、
交
通
安
全
の

反
射
タ
ス
キ
を
お
配
り
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

危
険
な
場
所
や
不
審
な
車
の
特
徴
な
ど
を

メ
モ
し
て
く
だ
さ
い
。
通
報
す
る
と
き
や
他

の
人
に
伝
え
る
時
な
ど
に
役
に
立
ち
ま
す
。

　

事
件
や
不
審
者
、
不
審
な
車
な
ど
を
見
か

け
た
ら
、
危
険
な
行
為
は
せ
ず
に
、
す
ぐ
に

１
１
０
番
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
ト
ロ
ー
ル
に
お
申
し
込

み
い
た
だ
く
と
、
パ
ト
ロ
ー
ル
員
の
あ
か
し

と
し
て
、
帽
子
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
の
際
は
必
ず
着
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
の
と
き
は
、
事
故
に
あ

わ
な
い
よ
う
反
射
テ
ー
プ
な
ど
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
夕
暮
れ
時
は
、
特
に
歩
行
者

が
見
え
に
く
い
状
態
に
な
り
ま
す
の
で
、
事

故
防
止
の
た
め
に
で
き
る
だ
け
反
射
テ
ー
プ

　
「
お
は
よ
う
」「
こ
ん
に
ち
は
」
な
ど
の
簡

単
な
あ
い
さ
つ
で
も
十
分
で
す
。
泥
棒
は
声

を
か
け
ら
れ
る
こ
と
を
一
番
嫌
い
ま
す
。
過

去
の
調
査
結
果
で
も
犯
行
を
あ
き
ら
め
た
理

由
の
第
１
位
は
「
近
所
の
人
に
見
ら
れ
た
り

声
を
か
け
ら
れ
た
り
し
た
。」
で
し
た
。

　

反
射
材
や
懐
中
電
灯
な
ど
を
活
用
し
、
交

通
安
全
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

他
人
の
敷
地
に
立
ち
入
る
な
ど
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
侵
害
す
る
よ
う
な
行
為
は
絶
対
に

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
市
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
ト
ロ
ー
ル
の
発
足
式
が
、
６
月
17

日
に
市
立
図
書
館
で
行
わ
れ
、
１
１
０
名
の
パ
ト
ロ
ー
ル
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
小
倉
市
長
、
野
村
市
議
会
議
長
、
黒
羽
下
妻
警
察
署
長
か
ら

｢

下
妻
を
今
ま
で
以
上
に
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

し
た
い
。
み
な
さ
ん
の
パ
ト
ロ
ー
ル
が
犯
罪
の
大
き
な
抑
止
力

に
な
る
と
確
信
し
て
い
る｣

な
ど
と
、
地
域
防
犯
へ
の
期
待
を

込
め
た
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
下
妻
警
察
署
・
中
崎
生
活
安
全
課
長
か
ら
パ
ト
ロ
ー

ル
の
心
構
え
な
ど
に
つ
い
て
講
話
が
あ
り
、
防
犯
に
関
す
る
知

識
を
深
め
ま
し
た
。

防犯ボランティアパトロール発足式

気
軽
に
参
加
で
き
ま
す

地
域
の
安
全
は

　

私
た
ち
が
守
り
ま
す

割れ窓理論
(broken windows)

防犯ボランティアパトロール発足式

犯
罪
の
芽
は
小
さ
い
う
ち
に

パ
ト
ロ
ー
ル
の
注
意
事
項

危
険
な
こ
と
は
絶
対
せ
ず
に

早
め
に
通
報
を

１
１
０
番
の
か
け
方

パ
ト
ロ
ー
ル
の
必
需
品

声
を
か
け
よ
う

交
通
事
故
に
注
意
し
よ
う

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
し
な
い
で

■
パ
ト
ロ
ー
ル
キ
ャ
ッ
プ
（
帽
子
）

■
反
射
テ
ー
プ
な
ど

■
メ
モ
帳

■
携
帯
電
話

申
し
込
み
を
さ
れ
る
方
は

受
付
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先



写真は保健センターで実施している「のびのび
遊びの広場」「ぴよぴよ教室」「マタニティ・ク
ラス」の様子
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今
日
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
健
や

か
に
育
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、
ま
た
、
父

母
等
の
子
育
て
に
と
も
な
う
不
安
や
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
に
、
み
ん
な
の
力
を
あ

わ
せ
、
よ
り
良
い
地
域
社
会
を
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
が
共
通
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
下
妻
市
で
は
、
各
種
の
行
政

計
画
に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
関

わ
っ
て
子
育
て
関
係
施
策
を
計
画
的
に
推

進
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
施
策
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た

め
に
、
国
が
制
定
し
た
「
次
世
代
育
成
支

援
対
策
推
進
法
」
に
沿
っ
た
行
動
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

市
が
策
定
し
た
計
画
は
、
次
の
５
つ
の

項
目
を
基
本
目
標
と
す
る
「
下
妻
市
次
世

代
育
成
支
援
対
策
行
動
計
画
」
と
な
り
ま

す
。

は
、高
齢
者
が
長
年
培
っ
た
、知
識
・
経
験
・

技
能
等
を
活
か
し
、
働
く
こ
と
を
通
じ
て

自
ら
の
生
き
が
い
を
得
る
と
共
に
、
地
域

社
会
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
構
築
や
児
童

の
人
権
尊
重
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や
子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
担
い
手
を
確
保
し
、
子
育
て
支
援

の
情
報
を
提
供
す
る
体
制
や
本
計
画
を
推

進
し
て
い
く
体
制
の
整
備
を
し
て
い
き
ま

す
。

　

今
後
は
、
こ
の
計
画
の
具
体
化
を
目
指

し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
そ
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
高
齢
者
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
事
を
、企
業
・

家
庭
・
公
共
団
体
な
ど
か
ら
引
き
受
け
、

会
員
に
提
供
す
る
県
知
事
認
可
の
公
益

法
人
で
す
。

　

子
育
て
中
の
不
安
や
負
担
を
軽
減
し
、

子
育
て
を
楽
し
く
、
喜
び
を
も
っ
て
で
き

る
よ
う
に
、
地
域
や
保
育
所
な
ど
の
各
種

保
育
サ
ー
ビ
ス
や
、
相
談
事
業
、
経
済
的

支
援
事
業
な
ど
の
施
策
を
強
化
し
て
い
き

ま
す
。

　

母
子
保
健
事
業
を
充
実
し
、
食
を
と
お

し
て
子
ど
も
を
育
成
す
る
「
食
育
」
事
業

や
次
の
親
世
代
と
な
る
思
春
期
の
児
童
生

徒
や
青
少
年
を
対
象
と
し
た
事
業
を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
要
望
の
強
い
救
急
医
療

体
制
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
整
備
・
充
実

に
努
め
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
生
き
て
い
く

力
を
育
て
る
た
め
に
、
学
ぶ
意
欲
・
学
力

の
向
上
、
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
か
ら
だ

の
育
成
な
ど
、
引
き
続
き
支
援
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
家
庭
や
地
域
全
体
の
教
育

力
の
向
上
を
め
ざ
し
た
施
策
を
充
実
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

　

地
域
ご
と
に
子
ど
も
や
親
子
連
れ
が
安

全
に
安
心
し
て
過
ご
せ
る
公
園
や
広
場
を

整
備
し
、
地
域
全
体
の
協
力
で
事
故
や
犯

罪
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

○
「
自
主
・
自
立
」「
共
働
・
共
助
」
を

理
念
と
す
る
自
主
的
な
会
員
組
織
で

す
。

○
会
員
が
働
い
た
仕
事
の
内
容
に
応
じ
、

「
配
分
金
」
を
支
払
い
ま
す
。
就
業
や

収
入
の
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各
人

の
希
望
と
能
力
に
応
じ
た
働
き
方
が
で

き
ま
す
。

○
公
共
的
・
公
益
的
な
団
体
で
す
の
で
、

安
心
し
て
仕
事
を
お
任
せ
い
た
だ
け
ま

す
。

○
収
益
を
目
的
に
し
て
い
な
い
の
で
、
一

般
的
に
割
安
で
す
。

○
障
子
、
襖
、
網
戸
の
張
替

○
垣
根
・
樹
木
の
消
毒
、
剪
定
、
草
取
り

○
広
報
紙
等
の
配
布　

○
大
工
仕
事

○
ペ
ン
キ
塗
り　

○
宛
名
書
き
、
筆
耕

○
各
種
清
掃　
　

○
測
量
補
助

○
工
場
内
軽
作
業

○
ス
ー
パ
ー
の
カ
ー
ト
回
収
、
梱
包

○
習
字
指
導　
　

○
各
種
農
作
業
な
ど

○
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意

　

欲
の
あ
る
方

○
年
会
費　

３
、０
０
０
円

　
　
（
互
助
会
費
８
０
０
円
を
含
む
）

（
社
）
下
妻
地
方
広
域
シ
ル
バ
ー

　
　

人
材
セ
ン
タ
ー

　

下
妻
市
大
字
本
城
町
3

－

13

　

☎
44

－

３
１
９
８

す
こ
や
か
子
育
て

の
び
や
か
子
育
ち

「
下
妻
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計
画
」

３　
子
ど
も
の

　
　
　
　
教
育
環
境
の
整
備

４　
子
育
て
を
支
援
す
る

　
　
　
　
　
　
地
域
づ
く
り

１　
地
域
に
お
け
る

　
　
　
　
　
子
育
て
支
援

２　
親
と
子
の
健
や
か
な

　
　
　
　
　
成
長
へ
の
支
援

５　
子
育
て
支
援
推
進

　
　
　
　
　
体
制
の
整
備

シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー
の

活
用
を
！

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
は

主
な
仕
事
の
内
容

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ
先



●●7 6広報しもつま７月号広報しもつま７月号

　

国
道
か
ら
の
進
入
路
や
施
設
周

辺
の
美
化
に
努
め
た
結
果
、
利
用

者
数
が
伸
び
、
対
前
期
比
３
０
０

０
人
増
の
79
万
２
０
０
０
人
の
利

用
者
が
あ
り
、
売
上
高
も
１
４
０

０
万
円
増
の
6
億
７
９
０
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

地
元
産
の
豚
肉
を
使
用
し
た
メ

ニ
ュ
ー
の
開
発
に
よ
り
利
用
者
増

を
目
指
し
ま
し
た
が
、
対
前
期
比

２
６
０
０
人
の
減
、
売
上
高
も
５

０
０
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

季
節
商
品
や
売
れ
筋
商
品
を

充
実
さ
せ
た
結
果
、
対
前
期
比
５

０
０
万
円
増
の
２
億
８
７
０
０
円

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
か

ら
屋
外
販
売
所
で
開
始
し
た
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
は
前
年
並
み
の
１
２

０
０
万
円
の
売
上
高
と
な
り
ま
し

た
。

　

出
荷
組
合
員
の
売
上
高
が
対
前

期
比
19
％
増
加
し
、
直
売
所
に
占

め
る
売
上
割
合
も
3
分
の
1
を
示

す
な
ど
、
地
元
産
の
野
菜
の
充
実

が
図
ら
れ
、
売
上
高
も
対
前
期
比

１
３
０
０
万
円
増
の
2
億
２
４
０

０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

季
節
メ
ニ
ュ
ー
を
強
化
し
売
上

増
を
図
り
ま
し
た
が
、
売
上
高
は

対
前
期
比
５
０
０
万
円
減
の
５
４

０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

ビ
ア
ス
パ
ー
ク
直
売
所
で
生
そ
ば

の
販
売
を
開
始
し
売
上
増
を
図
る

ほ
か
、
新
そ
ば
ま
つ
り
の
開
催
な

ど
、
下
妻
産
常
陸
秋
そ
ば
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
ま
し
た
。

　

大
型
店
な
ど
、
新
規
販
売
所
と

取
引
を
開
始
し
拡
販
に
努
め
た
結

果
、
対
前
期
比
５
０
０
万
円
増
の

４
９
０
０
万
円
の
売
上
高
と
な
り

ま
し
た
。

　

㈲
陽
陽
と
の
受
託
契
約
に
よ

り
、
前
年
並
み
の
９
０
０
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

売
上
高
は
対
前
期
比
３
０
０
万

円
減
の
４
億
４
０
０
０
万
円
と
な

り
ま
し
た
が
、
３
月
に
放
映
さ
れ

た
「
テ
レ
ビ
東
京
公
共
の
宿
ス
ペ

シ
ャ
ル
」
の
影
響
に
よ
り
３
月
後

半
か
ら
、
宿
泊
客
、
レ
ス
ト
ラ
ン

利
用
客
が
増
加
し
ま
し
た
。

　

近
隣
に
競
合
店
が
オ
ー
プ
ン

し
た
の
に
加
え
、
記
録
的
な
猛
暑

の
影
響
を
受
け
、
入
浴
者
は
１
万

５
０
０
０
人
減
の
20
万
７
０
０
０

人
、
売
上
高
は
10
％
減
の
1
億
３

０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

宿
泊
宴
会
を
推
進
し
た
結
果
、

宿
泊
者
は
６
４
２
人
増
の
1
万

１
４
２
２
人
と
な
り
、
売
上
高
は

対
前
期
比
４
０
０
万
円
増
の
1
億

２
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
部
屋
稼
働
率
は
76
％
（
前
年

73
％
）、
定
員
に
対
す
る
稼
働
率

は
44
％
（
前
年
41
％
）
と
な
り
ま

し
た
。

培
、
販
売
を
行
っ
た
結
果
、
売
上

高
は
対
前
期
比
１
４
０
万
円
増
の

４
５
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

売
上
割
戻
金

　
　
　
２
０
７
２
万
円

㈱
ふ
れ
あ
い
下
妻
の
施
設
利
用
に

よ
る
受
益
の
割
戻
金
で
、
売
上
に

応
じ
市
に
納
入
さ
れ
ま
す
。

入　
湯　
税

　
　
　
２
１
４
５
万
５
０
０
０
円

平成１６年度
株式会社　ふれあい下妻の経営状況

　株式会社ふれあい下妻の平成１６年４月１日から平成１７年３月３１日までの
経営状況（第７期）は次のとおりとなりました。

事業第１部（道の駅しもつま）　　　　売上高 6億 7933 万 1000 円（前期比 2.2％増）
事業第２部（ビアスパークしもつま）　売上高 4億 3978 万 2000 円（前期比 0.7％減）
　　　　　合　　計　　　　　　　　　売上高11億 1911万 3000 円（前期比 1.0％増）

道の駅利用者　　　　79万 2417 人（前期比 3099 人増）
温泉利用者　　　　　20万 6796 人（前期比 1万 5280 人減）
税引き前当期利益　2107 万 8000 円（前期比 30.3％減）

各
部
門
別
の
状
況

道
の
駅
し
も
つ
ま

レ
ス
ト
ラ
ン

観
光
物
産
館

農
産
物
直
売
所

そ
ば
打
ち
め
い
じ
ん
亭

納
豆
ミ
ニ
工
場

管
理
受
託
料

ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し
も
つ
ま

温
泉
館

ホ
テ
ル

　

季
節
の
メ
ニ
ュ
ー
を
充
実
さ
せ

る
な
ど
、
各
飲
食
部
門
で
工
夫
を

凝
ら
し
、
対
前
期
比
１
０
０
万
円

増
の
1
億
４
１
０
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
3
月
の
テ
レ
ビ

放
映
後
は
、
ロ
ー
ズ
ポ
ー
ク
料
理

を
中
心
に
売
上
を
伸
ば
し
3
月
の

対
前
年
同
月
比
は
35
％
増
と
な
り

ま
し
た
。

　

温
泉
利
用
客
の
減
少
に
よ
り
、

施
設
で
の
地
ビ
ー
ル
販
売
が
伸
び

悩
み
、
出
荷
量
は
対
前
期
比
10
％

減
の
32
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
で
し
た
。

現
在
、
当
施
設
で
収
穫
さ
れ
た
イ

チ
ゴ
な
ど
を
使
用
し
た
、
発
泡
酒

の
製
造
許
可
を
申
請
中
で
す
。

　

毎
週
土
・
日
曜
日
の
新
鮮
野
菜

市
の
実
施
や
季
節
ご
と
に
商
品
構

成
を
見
直
し
た
結
果
、売
上
高
は
、

対
前
期
比
20
％
増
の
４
８
０
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

直
売
所
で
不
足
す
る
野
菜
の
栽

レ
ス
ト
ラ
ン

地
ビ
ー
ル

直
売
所

体
験
農
園

平
成
17
年

第
２
回
市
議
会
定
例
会
開
催

　

平
成
17
年
第
2
回
市
議
会
定
例
会
が
、
6
月
7
日
か
ら
16
日
ま

で
、
10
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
お
い
て
、
下
妻
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職

報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
平
成

17
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
8
件
、
報
告
8
件
が
上
程

さ
れ
、
全
議
案
と
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

下
妻
市
・
千
代
川
村
合
併
協
議
会

第
５
回
協
議
会　

６
月
２
日

６
月
２
日
に
、
第
５
回
下
妻
市
・
千
代
川
村
合
併
協
議
会
が

市
役
所
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
協
議
事
項

特
別
職
の
報
酬
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　

特
別
職
の
報
酬
等
に
つ
い
て
は
、
学
識
経
験
者
に
よ
る
小

委
員
会
を
設
置
し
、
検
討
す
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
合
併
協
議
会
開
催
予
定

８
月
10
日
（
水
）

第
６
回
合
併
協
議
会　

下
妻
市
役
所

８
月
31
日
（
水
）

第
７
回
合
併
協
議
会　

下
妻
市
役
所

㈱
ふ
れ
あ
い
下
妻
か
ら

下
妻
市
へ
納
付

■㈱ふれあい下妻の売上高

■道の駅および温泉の利用者数

7
（億円）

432 510 6

道の駅
ビアスパーク

16年度
439,782

679,331679,331

15年度
442,997

664,869664,869

14年度
461,589

652,886652,886

85
（万人）

201510 2550 80

道の駅
温泉入場者

16年度
206,796

792,417

15年度
222,076

789,318

14年度
229,673

806,119806,119

75

（千円）

（人）



ま

ち

の

わ

だ

い

市
の
行
事
、
ま
ち
で
見
か
け
た
り

聞
い
た
り
し
た
、
わ
だ
い
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
︵ 
 
 
 

 

︶

ニ
ュ
ー
ス
は
、
広
報

広
聴
係　
　
　
ま
で

（　
　

 

）
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ま ち の わ だ い

写真は昨年の観察会の様子

●● 8広報しもつま７月号広報しもつま７月号9

に
入
所
さ
れ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
５

人
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

招
待
を
受
け
た
お
年
寄
り
は
、

厳
し
い
稽
古
に
感
心
し
た
り
、
稽

古
後
に
力
士
か
ら
振
舞
わ
れ
た
ふ

だ
ん
の
食
事
よ
り
多
め
の
„
ち

ゃ
ん
こ
“
を
「
お
い
し
い
」
と
残

さ
ず
食
べ
た
り
す
る
な
ど
、
楽
し

ん
で
い
た
様
子
で
し
た
。

　

保
存
会
で
は
、
来
年
以
降
も

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
お
年
寄
り
を

招
待
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で

す
。

　

恒
例
と
な
っ
た
、
大
宝
八
幡

宮
で
の
大
相
撲
高
砂
部
屋
の
合
宿

が
６
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
行
わ

れ
、
３
日
間
で
約
６
０
０
人
も
の

相
撲
フ
ァ
ン
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
大
宝
八
幡
宮
奉
納

相
撲
保
存
会　

〜
高
砂
部
屋
を

応
援
す
る
会
〜
（
会
長　

入
江

昭
一
さ
ん
）
か
ら
稽
古
の
様
子
を

相
撲
好
き
の
お
年
寄
り
に
観
て
い

た
だ
き
た
い
と
、
７
日
に
は
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛
宕
園
（
下
木

戸
）、
８
日
に
は
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
ラ
ポ
ー
ル
し
も
つ
ま（
江
）

率
化
が
図
れ
ま
す
。
ま
た
、
機
械

の
構
造
が
シ
ン
プ
ル
で
使
い
勝
手

が
良
い
上
に
、
故
障
が
少
な
く
、

音
が
静
か
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
選
果
機
は
、
７
月
上
旬
か

ら
稼
動
し
、
こ
れ
か
ら
も
消
費
者

に
安
全
・
安
心
で
美
味
し
い
梨
を

提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　

梨
第
二
共
同
選
果
場
（
数
須
）

に
新
し
い
選
果
機
が
導
入
さ
れ
、

6
月
27
日
、
竣
工
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
導
入
さ
れ
た
選
果
機
は
、

従
来
の
も
の
と
比
較
し
て
設
置
面

積
が
小
さ
く
、
施
設
の
空
き
ス
ペ

ー
ス
に
荷
受
コ
ン
テ
ナ
置
場
や
大

型
運
搬
車
へ
の
積
み
込
み
ス
ペ
ー

ス
が
確
保
で
き
、
出
荷
作
業
の
効

子
ど
も
達
を
預
け
る
こ
と
が
で
き

る
す
ば
ら
し
い
環
境
で
す
。」
と

い
う
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。続

い
て
、
ゆ
り
組
（
年
長
組
）
の
園

児
が
「
た
ん
じ
ょ
う
び
の
歌
」
を

合
唱
し
、
記
念
樹
を
植
え
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
筑
波
大
学
マ
ジ
シ
ャ

ン
ク
ラ
ブ
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ

ー
で
は
、
目
の
前
に
繰
り
広
げ
ら

れ
る
不
思
議
な
世
界
に
、
園
児
た

ち
の
目
は
驚
き
に
満
ち
て
い
ま
し

た
。

＊
記
念
誌
を
希
望
の
方
は
、
市
立

　

市
立
保
育
園
が
満
50
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
、
６
月
11
日
に
「
創
立

50
周
年
を
祝
う
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

市
立
保
育
園
は
、
下
妻
市
が
誕

生
し
た
翌
昭
和
30
年
、
円
福
寺
の

敷
地
内
に
開
園
し
、
昭
和
49
年
、

現
在
の
場
所
に
新
し
い
園
舎
が
完

成
、
移
転
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
父
母
の
会
会
長
の

山
本
重
行
さ
ん
か
ら
「
市
保
育
園

は
、
子
ど
も
達
が
の
び
の
び
と
生

活
が
で
き
、
ま
た
親
が
安
心
し
て

　

下
妻
の
自
然
環
境
を
調
べ
る
た
め
に
、
今
年
も
川
の
水
質
調
査
や
生
物

の
観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
（
Ｔ
Ｘ
）
の
開

業
に
あ
わ
せ
、
８
月
24
日
か
ら
、

快
速
列
車
の
運
行
が
開
始
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
そ
れ
に
と
も
な
い
７

月
9
日
か
ら
は
、
快
速
列
車
の
訓

練
運
転
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

列
車
は
最
高
速
度
90
キ
ロ
で
運

行
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
踏
切
に
向

か
っ
て
く
る
列
車
が
１
０
０
ｍ
先

に
見
え
た
場
合
、
４
秒
で
通
過
す

る
速
度
で
す
。

　

市
内
に
は
、
遮
断
機
も
警
報
機

も
な
く
事
故
の
危
険
性
が
高
い
踏

切
が
10
か
所
（
小
島
・
峰
・
北
大

宝
・
神
明
・
若
柳
な
ど
）あ
り
ま
す
。

踏
切
で
は
一
旦
停
止
を
し
、
左
右

を
必
ず
確
認
後
、
十
分
注
意
し
な

が
ら
横
断
し
て
く
だ
さ
い
。

く
「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
・
古
代

蓮
と
あ
じ
さ
い
咲
く
下
妻
花
め
ぐ

り
の
道
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
気
温
30
度
を
越
え
、
梅

雨
と
は
思
え
な
い
天
候
の
下
、
埼

玉
や
千
葉
な
ど
か
ら
約
７
２
０
人

の
参
加
者
が
あ
り
、
騰
波
ノ
江
駅

は
列
車
が
到
着
す
る
た
び
に
、
た

く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

途
中
大
宝
八
幡
宮
で
は
こ
の

日
、
ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ
る
流
鏑

馬
が
行
わ
れ
、
的
を
打
ち
抜
く
た

び
に
見
物
客
は
大
き
な
拍
手
を
送

っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ー
ス
の
各
所
で
は
紫

陽
花
や
花
菖
蒲
な
ど
の
花
が
見
ご

ろ
を
迎
え
、
大
宝
あ
じ
さ
い
苑
の

野
点
会
場
で
は
抹
茶
の
も
て
な
し

が
あ
り
、
下
妻
花
め
ぐ
り
の
道
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

関
東
鉄
道
常
総
線
で
は
、
つ
く

保
育
園
（
☎
44

－

２
２
４
５
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

と　
　

き　
　

８
月
７
日
（
日
）　

午
前
９
時

と
こ
ろ　
　

小
貝
川
ふ
れ
あ
い
公
園
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　

※
小
貝
川
や
近
辺
の
用
・
排
水
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

対　
　

象　
　

小
学
生

募
集
人
員　
　

25
名
（
低
学
年
の
場
合
は
保
護
者
同
伴
）

申
込
み
先　
　

市
環
境
保
全
課　

☎
43

－

２
１
１
１　

内
線
１
５
２

　
　
　
　
　
　
　

※
申
し
込
み
さ
れ
た
方
に
は
、
後
日
個
別
通
知
を
し

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
す
。

締
め
切
り　
　

７
月
25
日
（
月
）

　

6
月
26
日
に„
騰
波
ノ
江
駅
“

か
ら„
ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し
も
つ
ま
“

ま
で
の
約
９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
歩

相撲稽古に老人ホーム

のお年寄りをご招待

最
新
型
導
入

梨
第
二
選
果
場

選
果
機

お
誕
生
日
お
め
で
と
う

市
立
保
育
園
50
歳

踏切注意

常総線に快速が走ります

花めぐりと

流
や ぶ さ め

鏑馬の道

駅からハイキング

ど
ん
な
魚
が
す
ん
で
い
る
か
な
？

 

水
生
生
物
観
察
会



　

当
館
で
は
、
明
治
後
期
か

ら
昭
和
期
ま
で
の
風
景
写
真

お
よ
び
、
横
瀬
夜
雨
・
龍
膽

寺
雄
な
ど
市
内
ゆ
か
り
の
文

学
者
の
関
連
写
真
を
所
蔵
し

て
お
り
ま
す
。

　

当
資
料
は
、
詩
人
・
横
瀬

夜
雨
が
参
加
し
た
宴
会
か
と

思
わ
れ
る
時
の
写
真
で
す
。

前
列
左
が
横
瀬
夜
雨
、
次
が

河
井
酔
茗
、
次
の
ひ
げ
を
蓄

え
た
方
が
北
原
白
秋
で
す
。

夜
雨
と
酔
茗
・
白
秋
は
大
変

親
し
く
、
筑
波
山
に
一
緒
に

出
掛
け
た
り
も
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
後
列
左
か
ら
三
番

目
が
、横
瀬
夜
雨
の
弟
子
で
、

市
教
育
長
も
歴
任
さ
れ
た
磯

山
松
男
氏
。
右
端
が
ロ
シ
ア

文
学
者
に
な
っ
た
中
山
省
三

郎
と
思
わ
れ
ま
す
。

横
瀬
夜
雨
関
連
写
真

︵
河
井
酔
茗
生
誕
50
年
祝
賀
会
の
際
︶

ふ
る
さ
と
博
物
館

収
蔵
資
料
紹
介
26

〈敬称略〉

市
民
文
芸

市
民
文
芸︿敬

称
略
﹀

口   頭   詩口   頭   詩

う
さ
ぎ
ど
う
し
は
ね

と
う
め
い
の
こ
え
で

は
な
し
て
い
る
の

だ
か
ら
き
こ
え
な
い
ん
だ
よ

【
解
説
】

　

あ
る
時
、
う
さ
ぎ
は
鳴
く
の
か
、

と
い
う
話
題
に
な
り
、
こ
う
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
ど
も
に
と
っ
て

は
、
声
に
も
色
が
あ
る
の
だ
な
と
、

思
い
ま
し
た
。

採
集　

母　

渡
辺　

留
美

わ
ら
べ
う
た
・
あ
そ
び
ラ
ン
ド

く
さ
ぶ
え
26
集
よ
り

■

俳 

句
■

■

短 

歌
■

老ろ
う

鶯お
う

や
天て
ん

に
迫せ
ま

れ
る
伯ほ
う

耆き

富ふ

士じ 

 
 
 
 
 

鈴
木 

素
香

封ふ
う

切き

ら
ぬ
香こ
う

水す
い

い
ま
だ
仏ぶ
つ

壇だ
ん

に 

 
 
 
 
 

山
本 

一
歩

散
る
も
あ
り
咲
く
花
も
ま
た
わ
が

心
に
は
春
の
愁う
れ

ひ
の
ご
と
く
想お
も

へ

り 
 
 
 
 
 
 

門
井 
 

蘭

悠い
う

然ぜ
ん

と
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
飛

び
交か
は

す
筑
波
連
峰
の
新
緑
ひ
か
る

 
 
 
 
 
 

桜
井 

英
子

羽は
ね

田だ

沖お
き

に
咲
く
花
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ

ア
は
風
に
千ち

切ぎ

れ
ん
許ば
か

り
揺ゆ

れ
て

ゐ
る 
 
 
 
 
 

諏
訪 

文
子

さ
や
さ
や
と
穂ほ

麦む
ぎ

の
そ
ろ
ふ
畑
中

を
つ
ば
め
す
ば
や
く
空く
う

を
切
り
返

す 
 
 
 
 
 
 

関 

千
代
子

豊
か
な
る
黒
髪
長
く
ま
つ
は
ら
せ

顔
か
ん
ば
せ

見
せ
ず
小
町
の
絵え

札ふ
だ

 

木
村 

り
ん

四
十
年
物
置
に
あ
り
し
ス
テ
ン
レ

ス
新
築
の
納
屋
の
土
台
を
く
る
む

 
 
 
 
 
 
 

塚
田 

洋
子

 

わ
た
な
べ 

あ
か
ね

５
歳
６
か
月 

︵
下
妻
小
友
幼
稚
園
︶

う
さ
ぎ
の
こ
え

●● 10広報しもつま７月号広報しもつま７月号11

〈
敬
称
略
〉

第
４
回
近
隣
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
大
会

（
５
月
28
日
、
三
和
町
）

準
優
勝　

下
妻
中

優
秀
選
手
賞　

森
田
昌
樹（
下
妻
中
）

　
第
28
回
県
西
地
区
市
町
村
対
抗
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
大
会

（
６
月
５
日
、
県
西
総
合
運
動
公
園
）

一
般
団
体
の
部

優　

勝　

下
妻
市

（
倉
持
・
飯
泉
組
、
鈴
木
・
塚
本
組
、

島
田
・
斉
藤
組
）

明
野
晴
明
館
少
年
柔
道
大
会

（
６
月
12
日
、
筑
西
市
）

下
妻
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

１
年
生
の
部

準
優
勝　

山
田
祐
太
（
上
妻
小
）

２
年
生
の
部

優　

勝　

渡
辺
真
也（
騰
波
ノ
江
小
）

第
３
位　

渡
辺
久
也（
騰
波
ノ
江
小
）

３
年
生
の
部

優　

勝　

絵
面
佳
彦
（
大
宝
小
）

準
優
勝　

青
木
宏
嗣
（
上
妻
小
）

女
子
３
・
４
年
生
の
部

優　

勝　

中
村
杏
佳
（
下
妻
小
）

第
３
位　

小
林
百
恵
子
（
下
妻
小
）

全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会
茨
城

県
予
選
会

（
６
月
12
日
、
県
武
道
館
）

下
妻
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

小
学
５
年
生
男
子
40
㎏
級

優　

勝　

サ
ン
ト
ス
ユ
ウ
ジ（大

宝
小
）

第
３
位　

絵
面
昂
彦
（
大
宝
小
）

小
学
６
年
生
男
子
45
㎏
超
級

準
優
勝　

小
林　

駿
（
下
妻
小
）

以
上
の
結
果
に
よ
り
、
サ
ン
ト
ス
ユ

ウ
ジ
選
手
は
８
月
21
日
に
秋
田
県
立

武
道
館
で
行
わ
れ
ま
す
全
国
大
会
に

出
場
し
ま
す
。

平
成
17
年
度
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

（
６
月
10
日
、
つ
く
ば
ね
カ
ン
ト
リ

ー
ク
ラ
ブ
）

一
般
ネ
ッ
ト
の
部

　

優　

勝　

三
浦　

仁

　

準
優
勝　

神
郡
正
司

　

第
３
位　

角
田
勝
男

一
般
グ
ロ
ス
の
部

　

優　

勝　

三
浦　

仁

　

準
優
勝　

角
田
勝
男

　

第
３
位　

広
瀬
建
一

シ
ニ
ア
の
部
（
グ
ロ
ス
）

　

優　

勝　

古
橋
敏
雄

　

準
優
勝　

武
笠
克
巳

　

第
３
位　

山
口
荘
司

レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
（
グ
ロ
ス
）

　

優　

勝　

三
浦
順
子

　

準
優
勝　

野
村
孝
子

　

第
３
位　

松
崎
涼
子

平
成
17
年
度
春
季
県
西
地
区
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
６
月
５
・
11
・
12
日
、
か
な
く
ぼ

総
合
運
動
公
園
体
育
館
）

男
子
の
部

優　

勝　

下
妻
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
Jr

女
子
の
部

第
３
位　

下
妻
Ｍ
Ｂ
Ｃ

以
上
の
結
果
に
よ
り
、
男
女
と
も
に

県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

平
成
17
年
度
県
総
合
体
育
大
会
市
内

予
選
会

（
６
月
18
日
、
市
内
各
会
場
）

野
球

　

東
部
中
１

－

０
下
妻
中

サ
ッ
カ
ー

　

下
妻
中
３

－

１
東
部
中

バ
ス
ケ
ッ
ト

男
子
の
部

　

下
妻
中
74

－

55
東
部
中

女
子
の
部

　

下
妻
中
67

－

33
東
部
中

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

女
子
の
部

　

下
妻
中
２

－

０
東
部
中

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　

東
部
中
７

－

０
下
妻
中

卓
球

男
子
の
部

団
体
戦

　

東
部
中
３

－

１
下
妻
中

シ
ン
グ
ル
ス

　

第
１
位　

石
川　

純
（
下
妻
中
）

　

第
２
位　

石
島　

豊
（
東
部
中
）

　

第
３
位　

川
辺　

格
（
下
妻
中
）

　
　

〃　
　

渡
辺
雄
太
（
東
部
中
）

ダ
ブ
ル
ス

　

第
１
位　

伊
藤
将
平

　
　
　
　
　

渡
辺
雄
太
（
東
部
中
）

女
子
の
部

団
体
戦

　

東
部
中
３

－

１
下
妻
中

シ
ン
グ
ル
ス

　

第
１
位　

大
塚
真
弓
（
東
部
中
）

　

第
２
位　

野
村
和
希
（
東
部
中
）

　

第
３
位　

大
塚
夏
希
（
東
部
中
）

　
　

〃　
　

河
添
香
織
（
東
部
中
）

ダ
ブ
ル
ス

　

第
１
位　

稲
葉
早
里
奈

　
　
　
　
　

小
田
部
成
美（
東
部
中
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

男
子
の
部

団
体
戦

　

東
部
中
３

－

０
下
妻
中

シ
ン
グ
ル
ス

　

第
１
位　

森　

卓
哉
（
東
部
中
）

　

第
２
位　

結
解
俊
徳
（
下
妻
中
）

　

第
３
位　

粟
野
隆
彦
（
東
部
中
）

ダ
ブ
ル
ス

　

第
１
位　

横
倉
有
朋
也

　
　
　
　
　

安
藤
雅
都
紀（
下
妻
中
）

　

第
２
位　

霜
村
太
一

　
　
　
　
　

色
川
孝
秀
（
東
部
中
）

　

第
３
位　

佐
々
木
剛

　
　
　
　
　

上
迫
健
斗
（
東
部
中
）

女
子
の
部

団
体
戦

　

下
妻
中
２

－

１
東
部
中

シ
ン
グ
ル
ス

　

第
１
位　

庄
子
美
優
紀（
東
部
中
）

　

第
２
位　

小
島
千
聖
（
東
部
中
）

　

第
３
位　

小
野
崎
め
い（
下
妻
中
）

ダ
ブ
ル
ス

　

第
１
位　

佐
山　

皐

　
　
　
　
　

小
村
優
希
（
下
妻
中
）

　

第
２
位　

関　

朱
美

　
　
　
　
　

小
野
村
奈
（々
下
妻
中
）

　

第
３
位　

松
崎
愛
未

　
　
　
　
　

神
藤
衿
奈
（
東
部
中
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

男
子
の
部

団
体
戦

　

下
妻
中
２

－

１
東
部
中

個
人
戦

　

第
１
位　

藤
田
貴
秀

　
　
　
　
　

初
澤
政
基
（
下
妻
中
）

　

第
２
位　

和
田
祥
平

　
　
　
　
　

黒
川
智
之
（
下
妻
中
）

　

第
３
位　

高
津
裕
也

　
　
　
　
　

神
藤
佑
貴
（
東
部
中
）

女
子
の
部

団
体
戦

　

下
妻
中
２―

１
東
部
中

個
人
戦

　

第
１
位　

草
間　

葵

　
　
　
　
　

兼
廣
悠
香
（
下
妻
中
）

　

第
２
位　

松
浦
優
子

　
　
　
　
　

國
府
田
奈
穂
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
妻
中
）

　

第
３
位　

塚
田
佳
菜
子

　
　
　
　
　

田
﨑
真
菜
実（
東
部
中
）

柔
道

男
子
の
部

団
体
戦

　

東
部
中
３

－

２
下
妻
中

個
人
戦

　

第
１
位　

草
間
健
太
（
下
妻
中
）

　

第
２
位　

松
﨑
直
輝
（
東
部
中
）

　

第
３
位　

柳
川
拓
人
（
東
部
中
）

女
子
の
部

団
体
戦

　

下
妻
中
１

－

０
東
部
中

個
人
戦

　

第
１
位　

小
島
美
穂
（
下
妻
中
）

　

第
２
位　

神
藤　

希
（
東
部
中
）

　

第
３
位　

山
口
優
子
（
下
妻
中
）

剣
道

男
子
の
部

団
体
戦

　

下
妻
中
２

－

２
東
部
中

※
代
表
決
定
戦
に
よ
り
下
妻
中
が
勝

　

利
個
人
戦

　

第
１
位　

山
﨑
幸
典
（
東
部
中
）

　

第
２
位　

猪
野
木
裕
也（
下
妻
中
）

　

第
３
位　

猪
野
木
直
也（
下
妻
中
）

　
　

〃　
　

八
十
岡
卓
也（
東
部
中
）

女
子
の
部

団
体
戦

　

東
部
中
５

－

０
下
妻
中

　

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
男

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
茨
城
県
予
選

が
６
月
18
日
・
19
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

第
１
シ
ー
ド
の
下
妻
二
高
は
順
調

に
勝
ち
進
み
、
決
勝
で
土
浦
日
大
高

を
や
ぶ
り
、平
成
14
年
（
茨
城
大
会
・

下
妻
市
会
場
）
の
初
出
場
以
来
３
年

ぶ
り
の
代
表
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
高
は
、
８
月
７
日
（
日
）
か
ら

千
葉
県
成
田
市
で
開
催
さ
れ
る
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
ま
す
。

個
人
戦

　

第
１
位　

増
田
実
奈
美（
東
部
中
）

　

第
２
位　

吉
井
真
実
（
東
部
中
）

　

第
３
位　

飯
野
美
咲
（
東
部
中
）

　
　

〃　
　

高
野
明
代
（
東
部
中
）

温
か
い
善
意

◎
下
妻
市
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
連

盟
よ
り
、
福
祉
の
た
め
に
使
っ

て
く
だ
さ
い
と
６
万
円
の
寄
付

が
あ
り
ま
し
た
。

◎
株
式
会
社
常
陽
銀
行　

下
妻
支

店
よ
り
、
車
椅
子
11
台
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

下
妻
二
高
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場



水道水道
男女共同参画社会をめざして⑭
～このような活動をしてきました～
　　　まちづくり女性スタッフ
　女性の持つ豊かな感性、生活体験を通した視点を
行政へ取り入れ、女性の行政参画を図ることを目的
として、昨年６月３０日に小倉市長より委嘱された
まちづくり女性スタッフ（第５期）１５名は、２年
を任期として活躍中です。
　委嘱を受けてから１年間毎月会議を開いて、下妻
市の環境、教育、福祉などに重点を置き勉強をして
きました。また、いろいろな施設を見学するなど積
極的に活動をしてきました。

　先日、福祉の先進地といわれている大洋村の健康
増進施設、「とっぷ・さんて大洋」を視察し、ＮＨ
Ｋのテレビなどでも報道された前大洋村村長　石津
政雄氏の「健康づくり」について話を聞いてきまし
た。高齢者に筋肉トレーニングを推奨し、医療費増
加を抑え、「寝たきりゼロ」を目指すという、超高
齢化に備えた大洋村の施策に、女性スタッフはとて
も感心していた様子でした。
　また、麻生町の茨城県女性プラザ「レイクエコー」
も視察してきました。美しい自然に囲まれた建物や
職員の丁寧な対応のためか、女性館長ならではと思
わせるような清潔さや優しさが感じられる施設でし
た。

企画課 男女共同参画係
内線283

消費生活に関するお問い合わせは
茨城県下館消費生活センター下館分室
☎24-2211  内線218
商工観光課　内線294

相談室の窓から相談室の窓から相談室の窓から

相談事例 相談結果
インターネットオークションでカーオディオを落
札したので、１５万円を振り込みました。ところ
が、商品はいつまでたっても届きません。出品者
に催促しようとしたのですが、メールも電話も通
じません。どうしたらよいのでしょうか。

急いで警察に被害届を出すことと、オークション
の主催者が「補償制度」を設けている場合がある
ので確認するようにとアドバイスしました。
＊証明郵便を添えて申請すれば、代金の一部を補
償するという制度を設けていたため、一部が戻っ
てきました。ただ、どの主催者も同じ条件ではあ
りません。また、ネットオークションは個人間売
買が原則で、オークションの主催者は「場の提供
のみでトラブルは利用者同士で解決を」とされて
いる場合もあります。自己責任が問われる取引に
なるので十分注意し、利用の際にはよく確認して
おくことが大切です。

▲ “楽しみながら健康づくり” をモットーに超高齢化社会に向
けた大洋村の挑戦について語る前大洋村村長の石津政雄氏

▲茨城県女性プラザ「レイクエコー」にて、男女共同参画社会
の形成に向けての取り組みや、施設概要の説明に熱心に耳を傾
けるまちづくり女性スタッフ
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　食中毒菌は身の回りのあらゆるところに潜んでいま
す。そのためちょっとした ｢不衛生 ｣が感染につなが
ることがあります。ときには命にも関わる食中毒！特
に体の抵抗力が弱い子どもや高齢者は少量の菌でも発
生し、重症化しやすい傾向にあります。高温多湿の日
本の夏は、特に注意が必要です。下記の予防ポイント
を参考に日々の衛生管理を見直しましょう。

１．原因菌・ウイルスをつけない
　手指は石鹸をよく泡立て２０秒以上
もみ洗いし、流水でよくすすぎ、清潔
な乾いたタオル、もしくはキッチンペ
ーパーで水気を拭き取ります。特に、
肉・魚・卵を取り扱うときは、前後の手洗いが大切で
す。調理器具も洗剤でよく洗い流水で流した後、熱湯
をかけるか煮沸消毒をし、日光にあてるなどして乾燥
させましょう。また購入した食品は肉汁や魚の水分が
漏れないよう、それぞれ袋に分けて包む、夏場の魚は

保 師健 りだよ

保健センター
☎ 43-1990

調理前によく洗う、ひび割れた卵は食べない、食品の
保存の際はラップで覆うなどの注意も必要です。
２．原因菌・ウイルスを増やさない
　冷蔵や冷凍の必要な食品は持ち帰ったらすぐに冷や
すことが大切です。冷蔵庫は１０℃以下、冷凍庫は－
１５℃以下を目安に維持できるよう詰めすぎにも注意
してください。また調理前の食品や調理済みの食品も
長い時間室温に放置せず、早めに食べきるようにしま
しょう。
３．原因菌・ウイルスを消滅させる
　食品の内部まで十分に加熱すること（目安は食品の
中心部が７５℃で１分以上加熱）。味噌汁やスープは
沸騰するまで加熱し、熱の伝わりにくいものは時々か
き混ぜながら調理しましょう。
食中毒の原因になる病原菌はいろいろで、菌によって
潜伏期間や症状も違ってきますが、おもな症状は、吐
き気や嘔吐、下痢、腹痛、発熱です。もしかして・・・
と思ったら、自己判断で胃腸薬や下痢止めなど服用せ
ず、速やかに医師の診察を受けてください。

広報しもつま７月号広報しもつま７月号

水道を新しく使う場合や使わなくなった場合
は手続きが必要です。次に該当する方はお早
めに手続きをお願いします。

①　引っ越してこられたとき　→　使用開始申込
②　給水装置を新設したとき　→　使用開始申込
③　引っ越していかれるとき・家の改築や長い間留守にされるとき　→　使用中止届
④　水道がいらなくなったとき　→　廃止届
⑤　用途を変更するとき・使用者または所有者の名義がかわるとき　→　変更届
　　料金請求先の住所または氏名がかわるとき

第一環境㈱
☎ 45-1211

①・③は、第一環境㈱へ、②・④・⑤の届出は、市水道事業所へ５日前までに提出してください。

水道事業所
☎ 44-5311５分間流しっぱなしにすると約60リットルの水がでます。

つけない・増やさない・消滅させるで　食中毒を予防しましょう

!

くらしの情報コーナー

■食中毒予防の３原則

手続きは、お早めに

上手な水の使い方 その１

「食器のため洗いで１日約80リットルの節水」

－節水のコツは？－
　①蛇口のこまめな開け閉め
　②油汚れは紙で拭き取って洗剤を入れてから‘ため洗い’

【おもな食中毒菌一覧】
原因菌・ウイルス 主な感染源 潜伏期間 主な症状
サルモネラ属菌 鶏卵・鶏肉・豚肉など ６～48時間 下痢・腹痛・発熱・嘔吐など
腸炎ビブリオ 魚介類など 10～24時間 さすような腹痛、激しい下痢
カンピロバクター 食肉（特に鶏肉）など ２～７日 発熱・筋肉痛に続き下痢・嘔吐
Ｏ１５７ 食肉（特に牛肉）など ３～５日 激しい腹痛、鮮血血便など
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テレフォンサービス

火災・災害の時
市役所などの行事や催し物

☎44-3111
☎43-4000

Information

下妻市の人口
-7月1日現在-

人　口　37,260 人（－ 216）
　男　　18,544 人（－  82）
　女　　18,716 人（－134）
世帯数　12,011世帯（－  70）

前年同期との比較

６月の交通事故

発生件数　25 (31) 157 (153)

死　　亡　  0 (  2)　 2 (    3)

負　　傷　29 (43) 203 (197)
（　）内は前年度

-累計-

7月の納税  納期限は 8月 1日です

〔税　　目〕　　　　　　　　　〔口座振替引落日〕　
固定資産税（第２期）　　　 ８月１日
国民健康保険税（第１期）　 ８月１日
介護保険料（第１期）　　　 ８月１日
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お知らせのコーナー

　“社会を明るくする運動” はすべての国民が犯罪や非
行の防止と、罪を犯した人や非行をした少年の更生につ
いて理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、
犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全国的な運
動です。
　本運動は今年で 55 回を迎えますが、重点目標を『地
域活動の推進による少年の非行防止と更生の援助』とし、
統一標語として『ふれあいと　対話が築く　明るい社会』
を掲げ、７月を強調月間としています。
　家庭、職場、学校、地域社会が一体となって、地域
に根ざした幅広い活動を展開していく必要がありますの
で、皆さんのご協力をよろしくお願いいたします。

■７月は“社会を明るくする運動”の
　強調月間です

広報しもつま７月号広報しもつま７月号

日 月 火 水 木 金 土
1
　  友愛記念
　  胃がん・大腸がん検診
（上妻市民センター）
　　6:30 ～ 9:00
　  マタニティクラス
　  13:30 ～ 15:30

2
　  西南医療
　  胃がん・大腸がん検診
（上妻市民センター）
　　6:30 ～ 9:00
　  元気アップ教室
　    9:30 ～ 10:30

3
　 
　  胃がん・大腸がん検診
（上妻市民センター）
　　6:30 ～ 9:00
　  ＢＣＧ接種
 　 14:00 ～ 14:45

4
　  湖南病院
　  胃がん・大腸がん検診
（大宝地区公民館）
　　6:30 ～ 9:00
　  すくすく相談
 　 13:30 ～

5

　  胃がん・大腸がん検診
（大宝地区公民館）
　　6:30 ～ 9:00

6
　  西南医療

7
　  西南医療
　  菊山胃腸科外科医院
　  ☎ 44-2014
　  簡野歯科医院
　  ☎ 49-3978

8
　  友愛記念
　  胃がん・大腸がん検診
（保健センター）

　　 6:30 ～ 9:00

9
　  西南医療
　  胃がん・大腸がん検診
（保健センター）

　　 6:30 ～ 9:00
　  パクパク離乳食教室
　    9:45 ～ 10:00

10
   

11
　  湖南病院
　  のびのび遊びの広場
　  10:00 ～ 10:30
　  １歳児相談
 　 13:30 ～ 13:50

12

　  ぴよぴよ教室
　  10:00 ～ 10:30
　  ５か月児健診
　  13:30 ～ 13:50  

13
　  友愛記念

14
　  友愛記念
　  宇津野医院
　  ☎ 44-0311
　  飯村歯科医院
　  ☎ 43-6557

15
　  友愛記念

16
　  西南医療

17

　  胃がん・大腸がん検診
（働く婦人の家）

（高道祖市民センター）
　　 6:30 ～ 9:00

18
　  西南医療
　  胃がん・大腸がん検診
（働く婦人の家）

（高道祖市民センター）
　　 6:30 ～ 9:00

19 20
   西南医療

21
　  西南医療
　  坂入医院
　  ☎ 43-6391
　  飯塚歯科医院
　  ☎ 44-3830

22
　  友愛記念
　  小児リハビリ教室
 　 13:30 ～

23
　  西南医療

24
   

25
　  西南医療
　  １歳６か月児健診
　  13:30 ～ 13:50

26

　  ３歳児健診
　  13:30 ～ 13:50
　  

27
   西南医療

28
　  湖南病院
　  軽部医院
　  ☎ 44-3761
　  秋葉歯科医院
☎ 0297-43-7567

29
　  友愛記念
　  胃がん・大腸がん検診
（豊加美市民センター）
　　 6:30 ～ 9:00

30
　  西南医療

31
　  
　  胃がん・大腸がん検診
（騰波ノ江市民センター）
　　 6:30 ～ 9:00

第５５回 “社会を明るくする運動”
下妻市実施委員会（主唱：法務省）
事務局：下妻市福祉事務所

8月の相談 日      時 場  所 問い合わせ先

心配ごと
相談

8月  2日㈫
8月  9日㈫　＊法律相談（中央公民館２階和室）
8月16日㈫　
8月23日㈫　
8月30日㈫
午後1時30分～3時30分（受付 午後1時15分～3時）

中央公民館1階和室
社会福祉協議会
☎44-0142

行政相談 8月19日㈮　午後1時30分～3時30分 中央公民館1階和室 秘書課 内線 202

こころの
健康相談 8月10日㈬　午後1時～3時 市役所第2庁舎

小会議室
福祉事務所
内線 502

人権相談 8月26日㈮　午後1時30分～3時30分 中央公民館1階和室 総務課 内線 213

納税相談 8月28日㈰　午前8時30分～午後5時 市役所1階収納課 収納課
内線 170～173

（予約制）

（困りごと）

◆◆休日在宅当番医◆◆
　‥休日医　　　午前9時30分～午後4時
　‥歯科休日医　午前9時～11時30分
　　簡野歯科医院（八千代町菅谷587-1）
　　秋葉歯科医院（石下町鴻野山339-1）

在
歯

8月の健康カレンダー8月の健康カレンダー

保
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小

保
小

歯

保 保
小小
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小小
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歯

在 保
小小

保
小小

歯

在
小 小

保
小

小 小

◆◆ 　‥小児救急当番医◆◆
月・火・木・土曜日　午後6時～翌朝8時
日・祭日　午前8時～午後6時
湖南病院：湖南病院（下妻市長塚48-1）☎44-2556
西南医療：茨城西南医療センター（境町2190）☎0280-87-8111
友愛記念：友愛記念病院（総和町関戸726）☎0280-98-3511

小

（予約制）

保
小

小

保

保　‥保健センター業務案内 夜間応急診療所：土・日・祝祭日　午後７時から翌朝７時　☎ 43-1990
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規
夫　

𠮷
太
郎　

78

大　

木　

長
田　

政
一　

本　

人　

82

高
道
祖　

伊
澤　
　

晃　

と　

く　

88

高
道
祖　

後
藤　

秋
男　

本　

人　

62

高
道
祖　

髙
巢　

久
男　

本　

人　

53

お
く
や
み
6
月
1
日
か
ら

6
月
30
日
ま
で
（届出）

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
場
合

　
は
、
お
届
け
の
際
に
市
民
課
窓
口
に

　
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。




